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現
在
、
新
美
南
吉
の
生
誕
百

年
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
年
十
一
月
に
発
足
し
た

「
新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
事

業
検
討
委
員
会
」
を
中
心
に
内

容
の
検
討
や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

委
員
長
に
は
、
新
美
南
吉
事

業
推
進
協
議
会
「
ご
ん
ぎ
つ
ね

の
会
」
会
長
の
新
美
勝
彦
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
委

員
や
構
成
団
体
は
次
の
通
り
で

す
。

・
半
田
商
工
会
議
所

・
㈳
半
田
青
年
会
議
所

・
半
田
市
観
光
協
会

・
新
美
南
吉
顕
彰
会

・
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
会

・
半
田
市
国
語
科
教
育
部
会

・
矢
勝
川
の
環
境
を
守
る
会

・
半
田
市
商
工
観
光
課

・
半
田
市
教
育
長

・
半
田
市
教
育
部
長

・
新
美
南
吉
記
念
館
長

　

事
務
局
は
、
新
美
南
吉
顕
彰

会
と
新
美
南
吉
記
念
館
が
務
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
公
式
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
制
定
し
た
ほ
か
、

青
森
県
で
昨
年
行
わ
れ
た
太
宰

治
生
誕
百
年
事
業
の
視
察
も
行

新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
事
業

　

記
念
事
業
の
具
体
的
な
計
画
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
決
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
七
月
に
行
う
生
誕
祭
に
、
市
民
企
画
型

の
事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
く
ほ
か
、年
間
を
通
し
て
、行
事
を
行
っ

て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
、
支
援
も
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
皆
様
と
一
緒
に
生
誕
百
年
事
業
を
成
功
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
記
念
事
業
を
目
指
し
ま
す

○
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
の
「
子
ど
も
参
加
型
」
の
事
業

○
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
事
業

○
作
品
の
舞
台
や
風
景
を
保
存
・
整
備
す
る
事
業

主要事業スケジュール　平成 25（2013）年
（時期や内容は変更される可能性があります）

1 月 5 日（土）

生誕 100 年開幕記念式典（都道府県別一番乗り競争
スタート）

3 月 22 日（金）※南吉の命日

没後 70年記念法要（法要・朗読・邦楽演奏）

7 月 13 日（土）～ 10 月 14 日（祝）

記念特別展「南吉を生んだ知多、南吉が描いた知多」
（仮称）

7 月 27 日（土）・28 日（日）

生誕祭（各種ステージイベント・作品展等）

7 月 30 日（火）※南吉の誕生日

生誕祭（記念式典・記念碑除幕等）　

9 月下旬～ 10 月初旬

「童話の村　秋まつり」
（200 万本の彼岸花と南吉関連イベント）

　このほか、記念シンポジウム（時期未定）、市内小
中学校における学習発表、市民主催事業、企業協賛事
業など、年間を通じて行う予定です。

▲生誕 90年に行われた合唱オペラ

▲
委
員
に
よ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
審
査

い
つ
生
ま
れ
た
の
？

い
ま
し
た
。

　

と
く
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
検

討
委
員
会
で
話
し
合
っ
た
結

果
、
生
誕
百
年
の
Ｐ
Ｒ
も
兼

ね
て
公
募
で
選
ぶ
こ
と
と
な

り
、
全
国
に
募
集
を
し
た
結

果
、
一
五
八
三
点
も
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
制
定
さ
れ
た
ロ

ゴ
マ
ー
ク
は
、
団
体
や
企
業
で

も
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
四

頁
参
照
）。

　

今
後
は
、
新
美
南
吉
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
展
示
セ
ッ
ト
の
作

成
と
貸
出
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
募
集
、
プ
レ
行
事
の
開

催
、
市
民
企
画
事
業
の
募
集
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
早
期
の
実

行
委
員
会
へ
の
移
行
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

こ
ち
ら
記
念
事
業
検
討
委
員
会
で
す
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新
に

い

美み

南
な

ん

吉
き

ち

っ
て
ど
ん
な
人
？

文
学
の
先
生
は
？

好
き
な
女
性
の
タ
イ

プ
は
？

代
表
作
は
？

好
き
な
食
べ
物
は
？

　

詩
人
の
北
原
白
秋
に
師
事
し

ま
し
た
。
同
じ
白
秋
門
下
の
兄

好
き
な
作
家
は
？

　
「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」

「
手
袋
を
買
い
に
」
な
ど
有
名

な
作
品
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
一
番
よ
く
読
ま
れ

て
い
る
の
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

で
す
。
昭
和
三
十
一
年
か
ら
小

学
四
年
生
の
国
語
教
科
書
に
採

用
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年
以
降

は
す
べ
て
の
教
科
書
会
社
が
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

六
千
万
人
が
学
校
で
習
っ
た
と

　

南
吉
は
大
の
甘
党
。
中
村
屋

の
カ
ス
テ
ラ
や
虎
屋
の
羊
羹
を

ぺ
ろ
り
と
た
い
ら
げ
ま
し
た
。

女
学
校
で
宿
直
を
し
て
い
た
夜

に
は
、急
に
食
べ
た
く
な
っ
て
、

雪
の
中
を
ス
リ
ッ
パ
履
き
で
ド

ラ
焼
き
を
買
い
に
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
な
ど
が
好
き

で
し
た
。
日
本
人
で
は
宮
沢
賢

治
を
尊
敬
し
て
い
て
、
自
分
の

最
初
の
童
話
集
を
教
え
子
に
贈

る
と
き
に
賢
治
の
詩
を
書
き
入

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

南
吉
は
、
幼
な
じ
み
の
木
本

咸
子
、同
僚
教
師
の
山
田
梅
子
、

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
登
場
す
る

殿
様
の
子
孫
で
女
医
の
中
山
ち

ゑ
と
交
際
し
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
芯
の
強
い
女
性
で
し

た
。
日
記
に
も
「
僕
は
自
分
が

弱
い
せ
い
か
性
格
の
な
か
に
何

処
か
強
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
そ

こ
に
魅
力
を
感
じ
る
ら
し
い
。」

と
書
い
て
い
ま
す
。
強
い
女
性

を
求
め
る
の
は
、
母
を
早
く
に

亡
く
し
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
生
ま
れ
た
の
？

　

大
正
二(

一
九
一
三)

年
七

月
三
十
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

か
に
座
で
丑
年
で
す
。
同
じ
年

に
生
ま
れ
た
人
に
、
国
語
学
者

の
金
田
一
春
彦
、
俳
優
の
森
繁

久
彌
、
写
真
家
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
パ
が
い
ま
す
。

ど
ん
な
家
庭
に
育
っ

た
の
？

　

畳
屋
を
営
む
渡
辺
多
蔵
と
り3

ゑ3

の
次
男
（
長
男
は
早
逝
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
四
歳
の
時
に

り
ゑ
が
病
気
で
亡
く
な
り
、
継

母
の
志
ん
に
育
て
ら
れ
ま
す
。

父
は
商
売
熱
心
で
倹
約
家
、
継

母
は
社
交
的
な
性
格
で
し
た
。

弟
の
益
吉
と
は
五
歳
離
れ
、
母

が
違
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
仲

の
良
い
兄
弟
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
南
吉
が
八
歳
の

時
、
生
母
り
ゑ
の
実
家
の
新
美

家
に
養
子
に
出
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
半
年
足
ら
ず
で
渡
辺
家

に
帰
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
に

味
わ
っ
た
寂
し
さ
は
生
涯
消
せ

な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
「
南
吉
」

の
由
来
は
？

　

は
っ
き
り
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、「
南
」（「
な
ん
」・
訓
読
み

す
れ
ば
「
み
な
み
」）
は
、
初

恋
の
女
性
の
木
本
咸み

な

子
の
「
み

な
」
か
ら
と
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

職
業
は
？

　

職
業
は
童
話
作
家
！
と
い
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
生
前
は

あ
ま
り
有
名
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
原
稿
料
だ
け
で
は
生
活
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校
の

代
用
教
員
や
飼
料
会
社
の
社
員

も
し
ま
し
た
が
、
最
後
は
、
安

城
の
高
等
女
学
校
で
、
英
語
の

先
生
を
し
て
い
ま
し
た
。

い
わ
れ
る
教
科
書
界
の
超
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
。
た
く
さ
ん
の
絵
本

に
も
な
り
、
海
外
で
も
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。

弟
子
、
巽
聖
歌
（
童
謡
「
た
き

び
」
の
作
詞
者
）
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
っ
て
い
ま

す
。
聖
歌
は
先
生
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
ま
る
で
家
族
の
よ

う
に
付
き
合
い
、
い
つ
も
南
吉

を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

新
美
南
吉
（
児
童
文
学
者
）

　

大
正
二
年
七
月
、
愛
知
県
知

多
郡
半
田
町
（
現
・
半
田
市
）

岩や
な
べ滑
に
生
ま
れ
る
。本
名
正
八
。

　

中
学
時
代
か
ら
文
学
を
志

し
、
卒
業
後
、
小
学
校
で
代
用

教
員
を
し
な
が
ら
『
赤
い
鳥
』

に
投
稿
。「
ご
ん
狐
」
が
掲
載

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
東
京
外
国

語
学
校
英
語
部
に
学
ぶ
が
、
喀

血
し
て
帰
郷
。
安
城
高
等
女
学

校
の
教
諭
と
な
り
、
昭
和
十
七

年
に
第
一
童
話
集
『
お
ぢ
い
さ

ん
の
ラ
ン
プ
』
を
出
版
。
翌
年

三
月
、
結
核
に
よ
り
死
去
。
生

前
は
無
名
に
近
か
っ
た
が
、
死

後
、
評
価
が
高
ま
る
。

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
？

　

本
名
の
正し

ょ
う
は
ち八
か
ら
「
シ
ョ
ッ

パ
」、
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
南
吉
か

ら「
ナ
ン
キ
ー
」「
ナ
ン
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
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みんなでＰＲ！ 生誕 100 年ロゴマークが使用できます。
 　昨年制定した「新美南吉生誕 100 年公式ロゴマーク」は、半田市などが行う公式行事や広報活動だ
けでなく、生誕 100 年事業に賛同してくださる一般の事業者や団体の方でも、申請していただければ
無料で使用することができます。ぜひご利用ください。

 使 用 許 可 条 件

対象事業
 ロゴを使用したグッズを製作、販売（配布）する事業
 市内外で実施するイベント、施設、商店街、グッズ等のＰＲを行う事業

使用範囲  商品、非商品、広報媒体に使用可能

対 象 者
 事業者
 ＮＰＯ法人等の市民活動団体

使 用 料  原則無料

 申 請 の 流 れ 　
１. 使用申請書に必要事項を記入し、新美南吉生誕 100 年記念事業検討委員会（以下、検討委員会）に提出。
　※申請書は検討委員会のＨＰ（http://www.cac-net.ne.jp/˜nankichi/100th/100th.html）からプリントアウトできます。

２. 検討委員会で具体的内容、使用地域などを審査し、使用許可の是非を検討。 
３. 検討委員会から使用許可書及びロゴマークデータ（電子メール）を交付。
４. 制作物等の配布、販売前にサンプルを検討委員会へ提出。 

 使 用 の 制 限 及 び 使 用 の 取 り 消 し 等
　以下の場合使用できないことがあります。また、使用許可を取り
消すこともあります。
・使用目的が明確でない場合
・特定の政治、思想、宗教等の売名に利用されるおそれがある場合 
・商品の販売ルートや景品・広告等の配布先が明らかでない場合 
・法令や公序良俗に反するおそれがある場合 
・新美南吉顕彰事業の主旨に著しく反すると判断できる場合 
・その他検討委員会が不適切と認める場合

 申 請 書 送 付 先 ・ 問 い 合 わ せ
〒 475-0966　愛知県半田市岩滑西町 1-10-1　新美南吉記念館内
新美南吉生誕 100 年記念事業検討委員会
TEL：0569-26-4888   FAX：0569-26-4889

始
ま
っ
て
ま
す　
　
　

生
誕
百
年
の
取
組
み

縮小使用時用に英語表記を抜いた仕様もあります

半
田
商
工
会
議
所
で
は
、
新

美
南
吉
生
誕
百
年
に
む
か
っ

て
、
南
吉
に
関
し
た
土
産
品
を

開
発
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
り
す
る
観
光
推
進
事
業

「
ご
ん
の
し
っ
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
つ
く

ら
れ
た
南
吉
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
は
、
す
で
に
十
九
点
。
ど
れ

も
既
製
品
に
は
な
い
、
温
か
さ

が
魅
力
で
す
。
新
美
南
吉
記
念

館
内
の
喫
茶
「
ご
ん
の
お
宿
」、

知
多
半
田
駅
前
の
ク
ラ
シ
テ
ィ

半
田
内
に
あ
る
半
田
市
観
光
協

会
で
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
ご
ん
の
し
っ

ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.gon-

no-shippo.net/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

学校給食にも登場！


